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全てを児童の成長、教師力アップなどの学級経営の追い風ととらえる 

※ 令和３年にお配りした通信です。学級指導の参考になれば幸いです。 
 

靴がなくなる  便器にトイレのペーパーが詰められる  悪口が書かれる 

大切なのは、その行動に至った背景を見取ることです 

当然、クラスや学年を集めて指導をしますが、指導を終えた直後に引き続き同様のことが起

こることも少なくありません。指導者が慌てれば慌てるほど、続くものです。 

焦る必要は全くありません。大人がどんと構えることが大切です 

物がなくなる場合は、なくなった子の気持ちを考える。みんなで探す。これは、指導のイロハです 
 

私は、以下のことを指導の基本にしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
何かあるごとに、子供たちは「先生が何を言うか、どう対応するか」に一番注目していま

す。経営方針にある「待っていました」の度量の広さで、ことに向き合うことが、問題解決

の一番の近道です。 
 
メタ認知は、プラスの面からだけではなく、このような場面でも培うことが出来ると言わ

れます。要は、自分の行動を「俯瞰的に認知」させ、正しい行動が取れるようになり、人間

的に成長できればよいのです。 

 

○行動の要因に焦点を当てる 

 全ての行動には理由があります。やってはいけないことは本人もよく分かっています。冷

静に語りかけるように、やってしまった子の心に共感をする話をします。例えば、「お家の

こと、友達のこと、何か悩みがあるのだろうか。思わずやってしまった心を理解してあげた

い。救ってあげたい」のような話をよくしていました。 

それらしい子と必ず目が合います。そのときに、にこっと 微笑んであげていました。 

その方が効果的でした。 
 

○文字が残っている場合は揺さぶる 

 筆跡を見れば誰だか分かるものです。テストやノートに名前がなくても名前を呼んで返し

ていました。子どもたちは不思議がります。「だってもう○ヶ月見ていると思っているの、

先生は筆跡名人だから、誰の字かすぐにわかるよ」悪口や人権に係る言葉が残されていたら、

字の形をことさらじっくり慎重に見ている様子を子どもたちに見せます。 
 

先生をごまかすことはできない。同じことは繰り返されなくなりました。副次的な効果と

して、子どもたちから一目置かれました。それは、いじめ発生の抑止力にもなりました。 


